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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 
　お久しぶりです。吉川真由美です。

今日は、まず、「日本語セミナー」実施のお知らせをさせていただきたいと思います。

ブラジリア大学助教授の向井裕樹先生による助詞の「は」と「が」についての「日本語セミナー」を行うことになりましたのでお知らせいたします。

日時：5月22日（木）9:00～12:00

講師:向井裕樹ブラジリア大学助教授

テーマ：「は」と「が」

使用言語:日本語（ハンドアウトは日本語・ポルトガル語で作成）

会場：国際交流基金サンパウロ日本文化センター大ホール

　　　Avenida Paulista, 37   1º andar São Paulo-SP

参加費：R$10,00

お申し込みは次の電話番号、またはe-mailにて、5月20日（火）18:00までにお願いいたします。

Tel: (11) 3288-4971

e-mail: info@fjsp.org.br

　なお、既にお申し込みいただいた方もいらっしゃるかと思いますが、キャンセルされる場合は、お手数ですが、上記の連絡先までお願いいたします。
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　向井先生のセミナーも文法がメインテーマになっていますが、今回のメルマガでも文法の問題を扱うことになりました。

　この間、ある日本語の先生から次のような質問をメールでいただきました。

「凡人社の『絵で導入･絵で練習』というＣＤ－ＲＯＭの絵カードを使っていますが、その中の、「～てから」「～たあとで」の使い方が今ひとつ、納得が行きません。われわれ日本語母語話者は、会話では普通「～てから」の方を使っているんだけど、時によってはどうしてもその後じゃないといけないとき「～たあとで」を使っています。この二つの表現について、どうしてもどちらかの表現しか使えないとかいう問題について話し合われたことがありますか？あったら、そのことをメルマガで紹介してくださ～い。」

　この質問を受けてから（ここでは「～てから」を使っていいのでしょうか（笑））いろいろな本で調べてみたのですが、未解決の部分もあるかと思われます。けれども、少しだけ、私の頭の中で整理できたところをご紹介したいと思います。

　まず、寺村秀夫（1983）の「～てから」についての解説について考えてみたいと思います。

「～てから」には、S1とS2の間に意図的関係があり、その時間的関係を話し手が含みとして相手に伝える。

上記の説明からいうと、例えば、

×「パソコンを壊してから、すぐ謝った。」

という文は不自然な文になるのです。その理由は、「パソコンを壊す」という動作が意図的に行われていないため、それが「謝る」という行為につながらないことになるからでしょう。

　また、市川保子(2005)では、次のことが載っていました。

　「～たあとで」「～てから」もある事柄(行為)が起こったのちに、別の事柄(行為)が起こることを表します。両者はどちらを使ってもよい場合が多いですが、「～てから」は、その事柄(行為)が「起こってから、はじめて」次（主節）の事柄が起こることを表すことが多いようです。それは「～てから」の「から」が起点を表す格助詞「から」に起因するからだと思われます。

　(20)a.　見てから、買うか買わないかを決める。

　　  b.？見たあとで、買うか買わないかを決める。

　(21)a.　日本語を勉強してから、来日したほうがいい。

　　  b.？日本語を勉強したあとで、来日したほうがいい。

　また、その事柄(行為)がその後も一定期間続く場合には「～てから」が用いられます。

　(22)a.　1月になってから、（ずっと）残業が続いている。

　　  b.？1月になったあとで、（ずっと）残業が続いている。

　つまり、「～てから」と「～たあとで」の使い分けで分かったのは、

1.「～てから」は、前の出来事が後ろのできごとより時間的にもっと早く起きていることを述べる場合に使います。

例：「運動をしてから、仕事をします」「運動をしてから、仕事をしなさい」「運動をしてから、仕事をしました」。2.「～たあとで」は、ただ単にことがらを、順を追って述べるときに使われます。

例:「運動をしたあとで、仕事をします」「運動をしたあとで、仕事をしなさい」。

3.「～てから」は、ある出来事が起きてからはじめて、その次の出来事が起きるということを表すことが多いが、「～たあとで」の場合は、単に2つの出来事の時間の前後関係を表す場合が多い。

例:　 「日程を確認してから、ホテルを予約します」

　　？「日程を確認したあとで、ホテルを予約します」

4.「～てから」には出来事の継続性が見られるのですが、「～た後で」には見られません。

例： 「離婚してから、ずっと一人暮らしをしている」

　　？「離婚したあとで、ずっと一人暮らしをしている」

　このように、「～てから」と「～たあとで」についての解説はいろいろありますが、初級段階で私たちが扱っている例文では、両方とも使えるものが多いのではないかと思います。ただし、初級後半の例文になってきますと、「すわりが悪い」と感じられる例文が出てくるかもしれません。こんなときに文法の参考書を読んだら、少しでもその理由が理解できるかと思います。
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　最後まで堅苦しい話で申し訳ありませんが、下記、この文章を書くために参考にした本をご紹介致します。

市川保子(2005)『初級日本語文法と教え方のポイント』スリーエーネットワーク

宮島達夫（1995）　『日本語類義表現の文法（下）複文・連文編』

くろしお出版

砂川有里子（代表）（1998）　『日本語文型辞典』くろしお出版

寺村秀夫（1983）　「時間的限定の意味と文法機能」渡辺実編『副用語の研究』明治書院
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国際交流基金サンパウロ日本文化センター講師室 
日本語文・ポルトガル語文　吉川・一甲真由美エジナ
皆さんのご意見、お便りをお待ちしています。
prof@fjsp.org.br　電話11-3288-4971
日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
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